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Sôyakysten 69°20’S  39°45’E
Prins Harald Kyst 69°40’S  35°30’E

















































































































































        平成１２年１１月８日 
国立極地研究所規則第８１号 
最終改正  平成１４年６月１７日  


























研　究　組　織 任期 対象と なる職 





情報科学センタ－   
南極圏環境モニタリング研究センタ－ 
再任の可否 
助手 3年 可 1年 最大限 
２回 
 
助手 3年 可 3年 最大限 
２回 
 
可否 任期 回数 
1514


































































































































































































































編 集 後 記
極地研では秋がとにかく忙
しい。南極地域観測隊の出発
を11月に控え、毎年その準備
で研究所全体がひっくり返り
そうになる。そんな中で原稿
執筆を引き受けて頂いた方々
に感謝したい。この号が読者
の皆さんのお手元に届く頃に
は、山積み状態だった荷物も
すっきり片付いて観測隊も大
方の準備を終え、今度は出発
直前の壮行会などで忙しいは
ずである。私の方はアメリカ
基地での仕事のために、観測
隊の皆さんよりも一足先に南
極入りすることになってい
る。極地研で研究をしている
限り、寒い所に出かけるのに
事欠くことはない。
（堤 雅基）
近刊紹介
